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　町では、2010年の東北新幹線七戸（仮称）駅開業に合わ

せ、キムチを中心とした地元農産品の特産品開発を積極的

に展開しています。�

　その取り組みのひとつとして、本場・韓国より講師を招

き、１月18日より２週間「キムチ講習会」が行われました。�

　講習会の模様は３ページへ掲載しています。�

韓国講師によるキムチ講習会開催韓国講師によるキムチ講習会開催�韓国講師によるキムチ講習会開催�

http://www.town.shichinohe.aomori.jp
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　新成人を代表し、七戸地区では織川勇気さんと中

村紫乃さんが町民憲章を高らかに読み上げ、天間林

地区では鈴木健太さんと附田佳奈子さんが「成人と

しての責任を果たしていきたい」と、力強く誓いの

言葉を述べました。�

　また、今年度から思い出深い式にしようと、新成

人有志らで組織された実行委員会が式典や祝賀会を

運営し、久しぶりに再会した仲間との交流を盛り上

げました。�
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　平成18年度の成人式が1月7日、天間林地区（中央公

民館、午前）と七戸地区（柏葉館、午後）の2会場で開

かれ、昭和61年4月2日から62年4月1日までに生まれ

た261人のうち155人が出席し、盛大に行われました。�

　これまで夏に行われてきた天間林地区も将来的に

式の一体化を図るため、今回は冬の開催となり、町

関係者や保護者のほか、中学校時代の恩師らも駆け

付け、あでやかな振り袖や真新しいスーツに身を包

んだ新成人の晴れ姿を祝福しました。�

　式典では福士町長が「人生のチャンスを逃さず力

強く前進してください」とあいさつし、続いて中村

正彦議会議長が祝辞を述べました。�
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　七戸地区新成

人を代表し、川

原悟志さんが「た

くさんのことを

学び、胸を張っ

て頑張りたい。�

心の芯をもって

歩んでいきたい」

と“20歳のアピー

ル”を披露しま

した。�

平成18年度 成人式�平成18年度 成人式�
～二十歳の自覚と決意を新たに～�

平成18年度 成人式�

町民憲章唱和町民憲章唱和�

七戸地区　二十歳になりました！七戸地区　二十歳になりました！�

天間林地区　恩師と一緒に天間林地区　恩師と一緒に�

2020歳の誓い歳の誓い�

2020歳のアピール歳のアピール�

天間林地区　久しぶりの仲間と天間林地区　久しぶりの仲間と�

町民憲章唱和�

七戸地区　二十歳になりました！�

天間林地区　恩師と一緒に�

20歳の誓い�

20歳のアピール�

天間林地区　久しぶりの仲間と�
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～防災活動への決意～～防災活動への決意～�
七戸町連合消防団出初式七戸町連合消防団出初式�

�

�

�

　七戸町連合消防団（附田儀悦連合団長）の出初

式が１月６日、天間林体育館付近にて行われ、全

13分団から団員約200人が出動し、今年一年の防

災に向けて決意を新たにしました。�

　式典では、附田団長が観閲者の福士町長に人員・

機械器具の現況を報告。団員たちは服装や消防車

両14台の点検を受けた後、来賓や町民らが見守る中、

堂々の分列行進を展開しました。�

　続いて、天間林体育館で行われた式典では、団

員教育訓練受講者への修了証交付や退職団員への

感謝状贈呈などが行われました。�

�

�

�

　町に新たな特産をつくるため、キムチの開発な

どに取り組んでいる「七戸町特産品開発研究会（会

員20名）」は12月21日、役場において第１回開発

会議を開き、キムチの本場である韓国で作り方の

実習を受けてきた会員５名が試作品をつくり、成

果などを報告しました。�

�

�

�
�

　日本ではなじみの薄いナシやフノリなど20種類もの

材料が使われたキムチを会員らが試食しましたが、５

人の味に微妙な違いが出たことから「キムチの味を統

一しなければならない」などと意見を出し合いました。�
�

　開発会議での意見をふまえ、韓国より秋 巡徳さん

と朴 鐘順さんを講師として招いた「キムチ講習会」

が１月18日より２週間にわたって開かれ、農協の女性

部や加工センターの職員などがキムチ作りの手ほどき

を受けました。�

　また、作り方を多くの方に知ってもらおうと１月23

日と24日の２日間には一般町民を対象とした講習会も

開催され、講師自らが作った薬味を使用して本格的な

味を再現しました。�

　その手慣れたベテランの作業に参加者は「貴重な体

験をしました。今日学んだ作り方を友人にも広め、お

いしいキムチを作りたい」と感想を述べていました。�

キムチを七戸町の特産にしよう！キムチを七戸町の特産にしよう！�
開発会議及びキムチ講習会開催開発会議及びキムチ講習会開催�
キムチを七戸町の特産にしよう！�
開発会議及びキムチ講習会開催�

～防災活動への決意～�
七戸町連合消防団出初式�

キムチを七戸町の特産にしよう！�
開発会議及びキムチ講習会開催�

～防災活動への決意～�
七戸町連合消防団出初式�
～防災活動への決意～�
七戸町連合消防団出初式�

チュ   スン トク�

秋　巡  徳　さん�
パク  チョンスン�

朴　鐘  順　さん�
チュ　スントク�

パクチョンスン�
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　七戸剣友会（盛田庄兵衛会長）主催の「第22回天間林剣道大

会」が１月７日、天間林体育館で開催され、小学生の部には町

内外から42人、中学生の部には上北郡内10校から約100人、高

校生の部には県内17校から約100人が参加しました。�

　試合はトーナメント方式の個人戦で行われ、保護者やチーム

メンバーが見守るなか、選手らは気合いを入れ、日頃鍛えた技

を繰り出し、見応えある試合を展開しました。また、育成会や

保護者会の方々が手作りの豚汁を振舞うなど選手を応援し、大

会を盛り上げました。大会結果は次のとおりです。�

気合いの一本！気合いの一本！�
第2222回天間林剣道大会開催回天間林剣道大会開催�

気合いの一本！�
第22回天間林剣道大会開催�

気合いの一本！�
第22回天間林剣道大会開催�

《小学校低学年　男子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

塚 尾 凌 河 �

作　田　京太郎�

小 栗 颯 真 �

中　村　一　貴�

地　区（所属）�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

天間林少年剣士隊�

学年�

2�

2�

2�

2

《小学校中学年　男子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

作　田　遼太郎�

長 山 和 寛 �

塚 尾 右 恭 �

大 池 勇 輝 �

地　区（所属）�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

学年�

4�

3�

3�

4

《小学校高学年　男子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

長 山 和 史 �

蛯 沢 一 朗 �

相 馬 拓 哉 �

塚 尾 恭 晟 �

地　区（所属）�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

天間林少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

学年�

5�

6�

6�

5

《中学校　男子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

田 邊 　 大 �

田 原 優 一 �

蛯 澤 守 皓 �

加　藤　聡一郎�

地　区（所属）�

堀 口 中 学 校 �

七 戸 中 学 校 �

東 北 中 学 校 �

三 本 木 中 学 校 �

学年�

1�

2�

1�

1

《高等学校　男子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

南 　 禎 明 �

相 馬 裕 矢 �

對 馬 陽 平 �

柏 谷 　 翼 �

地　区（所属）�

大 間 高 等 学 校 �

八戸工業大学第一高等学校�

青 森 高 等 学 校 �

大 間 高 等 学 校 �

学年�

1�

2�

2�

2

《小学校低学年　女子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

鳥谷部　日菜子�

楢 舘 虹 香 �

作 田 茉 優 �

塚 尾 彩 香 �

地　区（所属）�

天間林少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

学年�

2�

2�

幼�

2

《小学校中学年　女子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

山　田　佳也子�

高　田　しずく�

鎌　田　佳那恵�

久保田　美　喜�

地　区（所属）�

柏葉少年剣士隊�

天間林少年剣士隊�

天間林少年剣士隊�

東北町少年剣士隊�

学年�

4�

3�

4�

3

《小学校高学年　女子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

中 村 翔 子 �

工 藤 瑞 季 �

新　山　加奈子�

田 中 瑞 生 �

地　区（所属）�

東北町少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

柏葉少年剣士隊�

学年�

5�

6�

6�

5

《中学校　女子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

竹 林 由 貴 �

篠 塚 　 光 �

寺 沢 瑞 穂 �

藤 田 理 恵 �

地　区（所属）�

三 本 木 中 学 校 �

堀 口 中 学 校 �

七 戸 中 学 校 �

三 本 木 中 学 校 �

学年�

2�

1�

2�

2

《高等学校　女子の部》�

順位�

第１位�

第２位�

第３位�

第３位�

氏 名 �

川 村 尚 美 �

後 藤 珠 希 �

相 野 　 咲 �

田 中 綾 菜 �

地　区（所属）�

八戸聖ウルスラ学院高等学校�

青 森 高 等 学 校 �

八戸聖ウルスラ学院高等学校�

八戸聖ウルスラ学院高等学校�

学年�

2�

1�

2�

2
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月日�

2.14㈬・28㈬�
2.20㈫�
2.20㈫�
2.21㈬�
2.27㈫�
�

月日�

2.  6㈫

種 別 �

エイズに関する相談�

女 性 健 康 相 談 �

精神保健相談�

療 養 相 談 �

骨髄バンク受付日�

�

種 別 �

長期療養児療育相談�

受付時間�

13:00～14:00�

10:00～10:30�

13:00～14:00�

  9:00～10:00�

10:00～11:00�

�

受付時間�

13:00～14:00

対 象 等 �

一般の方�

思春期から更年期に至る女性�

精神・神経・飲酒等の相談�

発達が気になる児童�

骨髄バンク登録希望者�

�

対 象 等 �

長期療養児�

〈場所〉上十三保健所　　　　　　〈問合せ先〉☎23－4261

〈場所〉三沢市役所保健相談センター　〈問合せ先〉☎52－7021

上十三保健所健康相談等日程��
＊利用される方は受付時間を厳守してください。また、�
　なるべく事前に予約をしてご利用ください。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り�

�����

●
平
成
１９
年
度�

健
診
の
お
知
ら
せ�

�

〜
自
分
の
健
康
は�

自
分
で
守
ろ
う
〜�

�

　
町
で
は
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
集
団
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。�

　
例
年
、
各
地
区
の
保
健
協
力
員
が

毎
戸
に
伺
い
、
健
診
の
説
明
や
申
し

込
み
の
と
り
ま
と
め
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
１９
年
度
よ
り
次
の
よ
う
に
郵

送
で
の
申
し
込
み
へ
変
わ
り
ま
す
。�

【
変
更
理
由
】�

①
町
民
一
人
ひ
と
り
が
今
ま
で
以
上

　
に「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

　
と
い
う
意
識
を
持
て
る
よ
う
に
な

　
る
た
め
。�

②
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
町

　
へ
直
接
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う

　
に
す
る
た
め
。�

【
変
更
内
容
】�

①
各
世
帯
に
「
健
診
申
込
書
」
や
健

　
診
に
関
す
る
お
知
ら
せ
が
郵
送
さ

　
れ
ま
す
。�

②
各
世
帯
で
「
健
診
申
込
書
」
を
記

　
入
し
、
期
日
ま
で
に
返
送
し
て
く

　
だ
さ
い
。�

③
個
人
情
報
保
護
ラ
ベ
ル
を
同
封
し

　
ま
す
の
で
、
ポ
ス
ト
へ
投
函
す
る

　
前
に
記
入
面
へ
貼
付
し
て
く
だ
さ

　
い
。�

　
な
お
、
健
診
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
２
月
中
に
各
世
帯
へ
郵
送

さ
れ
る

”お
知
ら
せ
“
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。�

　
ま
た
、
健
診
を
申
し
込
み
し
な
い

方
も
そ
の
理
由
を
記
入
し
、
返
送
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。�

　
「
健
診
申
込
書
」
の
記
入
に
あ
た

り
、
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。�

《
連
絡
先
》
健
康
福
祉
課�

☎
６
８
｜
４
６
３
１�

��

●
麻
疹
・
風
疹
混
合�

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種�

�

〜
第
二
期
は
就
学
前
に�

予
防
接
種
を
！
〜�

�

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
お
子
さ
ん
の
体
調
に
あ
わ
せ
、

予
防
接
種
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
現
在
、
麻
疹
・
風
疹
混

合
ワ
ク
チ
ン
の「
第
二
期
予
防
接
種
」

の
接
種
率
が
低
い
状
況
で
す
。�

【
第
二
期
の
公
費
対
象
と
は
？
】�

・
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
者�

＊
幼
稚
園
、
保
育
園･

所
の
年
長
児�

�

　
な
お
、
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
公
費
対
象
と
な
る
就

学
前
に
接
種
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。�

ぼ
く
ぼ
く
・
わ
た
し
む
し
ば
な
い
よ

わ
た
し
む
し
ば
な
い
よ�

ぼ
く
ぼ
く
・
わ
た
し
む
し
ば
な
い
よ

わ
た
し
む
し
ば
な
い
よ�

ぼ
く
・
わ
た
し
む
し
ば
な
い
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酒井　滉太（さかいこうた）く　ん�
（狐久保・平成15年5月14日生）��
毎日、夜の仕上げみがきを�

頑張りました�

田島　希来（たしまきら）ちゃん�
（川向・平成15年4月16日生）��

毎食後忘れず歯みがき�
がんばっています�

蛯名　紫音（えびなしおん）く　ん�
（天間１・平成15年4月8日生）��

これからも歯みがき�
がんばっていこうね�

天間　奏楽（てんまそら）く　ん�
（石沢・平成15年4月29日生）��

甘いものが大好きなので、�
特に気をつけて仕上げみがきをしました�

大舘　粋花（おおだてすいか）ちゃん�
（新町・平成15年4月6日生）��

一生懸命、歯みがきをがんばって、�
仕上げみがきもがんばっています�

藤島　遥香（ふじしまはるか）ちゃん�
（七戸蒼前・平成15年5月21日生）��
これからは、今まで以上に�

歯みがきしようね�

����

　
平
成
１８
年
１２
月
１５
日
の
３
歳
児
健
診
に
お
い
て
、
む
し
歯
の
な

か
っ
た
お
子
さ
ん
で
す
。�

＊
（
　
）内
は
、
町
内
名�

「
な
ぜ
大
切
？�

健
診
で
踏
み
出
す
第
一
歩
…
？
」�

�

　
健
診
を
申
し
込
む
時
期
に
な
り
ま
し
た
。�

　
皆
さ
ん
「
平
成
１９
年
度
の
健
診
」
を
ど

の
よ
う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
か
？�

　
「
忙
し
い
し
時
間
が
な
い
」
「
健
康
に

は
自
信
が
あ
る
か
ら
」
「
昨
年
度
受
診
し

た
か
ら
大
丈
夫
か
な
」
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
健
診
を
受
け
な
い
方
も
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。�

　
し
か
し
、
働
き
盛
り
で
忙
し
い
か
ら
こ

そ
、
健
康
に
自
信
が
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
に
は
健
診
を
受
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。�

　
自
覚
症
状
が
少
な
い
思
わ
ぬ
病
気
が
み

つ
か
っ
た
り
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会

と
な
っ
た
り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

と
な
ら
ず
に
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す

た
め
、
自
分
に
で
き
る
健
康
づ
く
り
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�
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年金手帳・年金証書は大切に！�
�

　国民年金に加入すると「基礎年金番号」が記載されている年金手帳が交付されます。�

　この「基礎年金番号」で、公的年金に関する加入期間などの情報を全て管理しています。�

　ひとりに１つの「基礎年金番号」ですので、年金手帳は大切に保管してください。�

　また、平成９年に一斉に送付された「基礎年金番号通知書」も年金手帳と同じ役割を果たしま

す。�

　年金手帳、基礎年金番号通知書は、会社などにお勤めされて厚生年金や共済年金へ加入される

際、会社を退職されて国民年金に加入される際、年金を請求される際に必要となります。�

　年金手帳、基礎年金番号通知書のどちらもない方で必要な方は、認印を持参のうえ再交付の申

請をしてください。�

　また、年金を受給されている方は、年金額が変更になった際にはその都度、改定通知書が送付

されます。社会保険の扶養に入る際や確定申告などで必要となりますので、大切に保管してくだ

さい。�

　紛失して再発行を希望される方は、認印と年金番号がわかるものを持参のうえ、申請をしてく

ださい。�

�

◆２月の納付相談日　　１６日（金）　　七戸町役場　　　１１時～１５時�

◆２月の移動年金相談日　　２８日（水）　　柏葉館　　　　　１１時～１４時３０分�

�

�

国民健康保険ゲートボール大会参加者募集！�
�

　町民の健康増進と親睦を図るため、下記日程でゲートボール大会を開催します。�

【日　　　　時】平成１９年２月２３日（金）　午前９時受付�
【場　　　　所】中央公園屋内スポーツセンター�

【チーム編成】５～７人（チームで帯同審判２人が望ましい）�

【申込み締切り】２月１４日（水）�

　◆申込み・問合せ先◆　ゲートボール協会　坪　孝夫�

　　　　　　　　　　　　☎６８－３３４５　または�

　　　　　　　　　　　　☎０９０－２９９８－０５８３�

　　　　　　　　　　　　町民課　☎６８－２１１２�

　※申込みしたチーム代表者に後日要綱などを送付いたします。�

問合せ先　町　民　課　☎68－2112　E-mail:chomin01@town.shichinohe.aomori.jp�
　　　　　支所庶務課　☎62－2111　E-mail:shomu01@town.shichinohe.aomori.jp



（7）� 平成平成1919年（年（20072007）2月号月号�（7）� 平成19年（2007）2月号�

問合せ先　☎62－6244　E-mail:kensetsu01@town.shichinohe.aomori.jp

問合せ先　☎68－2111　E-mail:soumu01@town.shichinohe.aomori.jp

七戸町名誉町民『故　槇哲夫先生』�
ご逝去に伴う偲ぶ会開催のお知らせ�

�

　　日本における消化器外科の第一人者として世界的に知られている当町出身の槇哲夫

先生が、昨年末の12月23日午後５時15分、入院先の仙台市内の病院でご逝去されました。

98歳でした。�

　長女の六本洽子さんが喪主となり、通夜、葬儀ともに仙台市青葉区の斎苑でしめやか

に執り行われました。�

　つきましては、七戸町名誉町民である氏を追悼し、次のとおり「七戸町名誉町民・故

　槇哲夫先生を偲ぶ会」を開催しますので、町民のご参会をお願いいたします。�

　なお、香典並びに供物などは一切お断りいたしますので申し添えます。�

《日　時》平成１９年２月２３日（金）　午後３時�
《場　所》柏葉館　多目的ホール�

　　　　　　　　　　　　　七戸町名誉町民　故槇哲夫先生を偲ぶ会実行委員会�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　七戸町長　福　士　孝　衛�

�

�

�

�

�

工事に伴う通行止めのご案内�
�

　一般国道４号七戸バイパス工事に伴い、下図のとおり国道４号から町道・農工団地線への出入

りができなくなりますので迂回をお願いします。�

【通行止め期間】平成19年1月22日（月） 午前9時～平成19年3月31日（土） 午後4時�
　なお、問い合わせは下記へお願いします。�

《問合せ先》�

　◆国土交通省東北地方整備局　青森河川国道事務所�

　　　　　　　　　　　　☎017－734－4521�

　◆紺野・沼壹経常建設共同企業体�

　　　　　　　　　　　　☎62－2970（現場事務所）�

　◆常　盤　工　業　㈱　☎62－9193（現場事務所）�

　◆七戸町役場　建設課　☎62－6244

サンヨー�
ソーイング�

富士通�
ゼネラル�

道の駅�
しちのへ�

至青森�

国
道
４
号�

至十和田�

通行止区間�
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児童扶養手当・�
特別児童扶養手当制度のお知らせ�

�

◆児童扶養手当とは…�
　何らかの理由により、父と生計を同じくしていない児童を養育している場合、又は父が心身に障害

のある場合に、その児童を養育している母（又は養育者）に対して手当が支給される制度です。�
�

①　手当を受けることができる人とは…
　次のいずれかに該当する18歳に達した年度末まで（中度程度以上の障害を有する児童は20歳未満）

の児童を監護している母、または母以外に児童を養育している人に支給されます。�
�

　　・父母が離婚した児童　　　　　　　・父から引き続き１年以上遺棄されている児童�

　　・父が死亡した児童　　　　　　　　・父が引き続き１年以上拘禁されている児童�

　　・父が重度の障害者である児童　　　・母が婚姻によらないで懐胎した児童�

　　・父の生死が明らかでない児童�

�

②　次のいずれかに該当するときは手当を受けることはできません
　・母又は養育者が公的年金を受けることができる�

　・児童が父又は母の死亡により公的年金又は遺族補償を受けることができる�

　・児童が父に支給される公的年金の加算の対象となっている�

　・児童が里親に委託されたり、児童福祉施設などに入所している�

　・児童が父と生計を同じくしている�

　・児童が母の配偶者（内縁関係を含む）に養育されている�
�

③　手当額は…
　全　部　支　給　・・・　月額　41,720円�

　一　部　支　給　・・・　所得額に応じて月額　41,710円～9,850円（10円きざみ）�

　第 ２ 子 加 算　・・・　月額　5,000円（全部・一部支給共通）�

　第３子以降加算　・・・　１人につき月額　3,000円（全部・一部支給共通）�

　　　　　　　　　　　　　　※いずれも所得制限があります。�
�

④　受給者が資格喪失するときは…
　現に手当を受給されている方が、②に掲げる要件などに該当することになった場合は、資格が喪失

しますので届け出が必要です。�

�

◆特別児童扶養手当とは・・・�
　精神や身体に障害を有する20歳未満で法に定める障害の状態にある児童を監護している父母または

父母に代わって養育している人に支給されます。�

　ただし、児童が障害を支給事由とする公的年金を受けているときや、施設に入所しているときなど

の場合は支給されません。�

【手当額】１級…月額　50,750円　　２級…月額　33,800円（所得制限があります）�
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問合せ先　☎68－2114　E-mail:shakai01@town.shichinohe.aomori.jp

乳幼児医療費助成制度のお知らせ�
�

　この制度は、乳幼児が保険診療を受けた場合の自己負担（保険適用分）に係る費用を保護者に支給

することにより、乳幼児の健康の保持及び増進を図ることを目的としています。�

�

◆対象年齢と給付内容�

　①　０歳～４歳に達する月の末日⇒　入院・通院医療費�

　②　４歳に達した月の翌月～６歳に達する年度末�

　　　　　　　　　　　　　　⇒　入院医療費（１日につき500円の自己負担があります）�

※対象となる乳幼児の保護者は毎年誕生月に「受給資格証」の更新手続きが必要ですので忘れずに届

　け出をしてください。（所得制限により対象にならない場合があります）�

�

�

�

ひとり親家庭等医療費助成事業�
�

　当町では、父子・母子家庭等の方が医療機関で支払う保険診療の自己負担額を助成しています。給

付対象者は、父子・母子家庭等の児童（18歳に達した年度末まで）及び父・母（但し医療機関ごとに

１月1,000円を超える額）です。なお、所得制限により対象とならない場合もあります。�

�

�

�

日赤七戸町分区よりお知らせ�
�

　２月１日から２月28日まで、平成19年度青森県赤十字社員増強・社資増収運動強調月間が始まりま

す。�

　町民の皆さんにご協力いただきました社費は、災害救助活動、血液事業、社会福祉事業など、さま

ざまな事業に活用されています。�

　町では、日赤奉仕団のボランティア活動、火災発生時の物資配布、赤十字PR活動（みよこまつりで

の流しそうめん、児童館まつり）などに活かされています。�

　今年もご協力くださるよう、よろしくお願いします。�



�

�

�

�

　平成18年度の生涯学習講座・南公民館講座の閉講

式が12月18日、受講生76名参加のもと、柏葉館で

開催されました。�

　始めに、六戸町教育委員長である長根富栄氏によ

る『七戸地方の地名と人の流れ』と題した講演が行

われ、参加者は地名の由来など興味深くメモを取り、

楽しく講話を聴きました。�

　その後行われた式典では「ふるさとの伝統探し」

と「柏葉大学」の受講生延べ63名へ終了証書が交付

されました。受講された皆さまご苦労さまでした。�

�

�

�

�

�
�

　町では、就学機会の拡充及び進学支援をし、人材育成を図ることを目的として奨学資金を貸付しており

ます。平成19年度に貸付を希望される方は次のことに留意し、申し込みください。�

〔貸付資格〕�

①人物、学業ともに優秀で、かつ健康であって、学資の支弁が困難であると認められる方。�

②平成19年４月に大学、短期大学及び大学院、または専門学校に入学予定の方並びに現在在学中の方。�

③希望者の保護者が１年以上当町に住所を有する方。�

④次の要件を満たしていること。�

　イ．世帯の所得が基準額以下であること。　　　ロ．市町村民税を滞納していないこと。�

　以上の資格を条件として予算の範囲内で貸付します。�

〔奨学金の額〕�

◆大学・短期大学　　　入学一時金　　　50万円を限度とする。（入学時1回のみ）�

　　　　　　　　　　　月　　　額　：　4万円以内�

◆大　　学　　院　　　月　　　額　：　4万円以内�

◆専　門　学　校　　　入学一時金　　　50万円を限度とする。（入学時1回のみ）�

〔貸付期間〕正規の修学期間�

〔申込受付〕期　日：２月１３日（月）～３月９日（金）�
　　　　　　　  場　所：七戸町教育委員会　学務課（七戸庁舎　2階）�

　　　　　　　　　　　　※貸付申請書は、学務課に準備してあります。�

　　　　　　　　　　　　　必要な書類は、合格通知書または在学証明書、所得証明書などです。�

〔問合せ先〕教育委員会　学務課　☎62－9701　E-mail:gakumu01@town.shichinohe.aomori.jp

合 同 閉 講 式 開 催合 同 閉 講 式 開 催 �合 同 閉 講 式 開 催合 同 閉 講 式 開 催 �合 同 閉 講 式 開 催 �

奨学資金貸付制度のお知らせ奨学資金貸付制度のお知らせ�奨学資金貸付制度のお知らせ奨学資金貸付制度のお知らせ�奨学資金貸付制度のお知らせ�
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シリーズ　　　男女共同参画ってな～に？　⑥�

『赤いジャケット・赤いペンケースは誰の？』�
　ちょっと調べたいものがあり図書館に行きました。土曜日だったのでけっこう込んでいて、どこに座ろ

うかと見回したところ、人は居ないが赤いジャケットと赤いペンケースが置いてあった席をみて、隣にす

わり資料を見ていました。まもなく席の人が戻ってきたのですが、なんと高齢の男性でした。私の頭は勝

手に、赤いジャケットと赤いペンケースは女性と決め付けていたので、大変失礼な話ですが、現れた男性

にびっくりした訳です。�

　また、ある女性センターでのことです。トイレのマークはズボンをはいた男性とスカートをはいた女性

が灰色で表示されているのですが、その日は紙に黒で「男性」、赤で「女性」と書いてはってありました。

「色が灰色で男女同じだと分かりにくい」「間違える」などの苦情があって、男女共同参画関連の行事以

外のときはそうするという話でした。せっかくの意図的な表示が無意味になっていてがっかりしました。�

　女の子は赤、ピンク、かわいい、やさしいというイメージを、男の子は黒、青、強い、たくましいとい

うイメージを植えつけられていると思います。だから違うと違和感があるのだと思いますが、最初に紹介

した赤いジャケットの男性のように最近は男女共に多彩な色彩を着こなすようになってきていますね。�

　これからは、いままでのイメージや慣習に左右されることなく、自分の責任で自由に選択して、生きて

いきたいものです。またいろいろな生き方があっていいと思える、またそれを認める社会に変わっていか

なければならないと思います。�

●●●男女共同参画社会とは●●●�

　「男は仕事、女は家庭」というような性別による固定的な役割分担にとらわれずに、女性と男性が対等なパート

ナーとして、自らの意志で、職場・学校・地域・家庭などのあらゆる分野に参加する機会が確保され、それぞれの

個性を発揮し、喜びと責任を分かち合うことのできる社会をいいます。�

寄稿　NPO法人　青森県男女共同参画研究所　http://www.gender-ken.or.jp

財団法人　鷹山宇一記念美術振興会�

臨時職員を募集します！�
■募　集　職　種　　一般事務（経理・文書作成及び受付・接客業務）�

■就　業　期　間　　平成19年４月～平成20年３月（ただし継続可）�

■募　集　人　員　　１名�

■就　業　場　所　　町立鷹山宇一記念美術館�

■応　募　条　件　　①パソコン操作【特にエクセル、ワード（一太郎）】可能で、経理・文書作成の
　　　　　　　　　　　できる方�

　　　　　　　　　　②日曜・祭日に勤務できる方�
　　　　　　　　　　③自家用車で通勤できる方�
　　　　　　　　　　④40才位までの方�
■応　募　手　続　　次の書類を応募締切日までに提出先へ直接持参するか郵送してください。�

　　　　　　　　　　①履歴書１通（写真は６ヶ月以内に撮影したもの）�
■応　募　締　切　　平成19年２月20日（火）必着�
■面 接 日 な ど　　後日連絡いたします。�

■提出・問合せ先　　町立鷹山宇一記念美術館�

　　　　　　　　　　　〒039－2501　七戸町字荒熊内67－94　　☎ 62－5858

（1111）� 平成平成1919年（年（20072007）2月号月号�（11）� 平成19年（2007）2月号�



（1212）�平成平成1919年（年（20072007）2月号月号� （12）�平成19年（2007）2月号�
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上
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十
五
歳
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気
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�

大
吉
を
枝
に
結
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お
正
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★新着図書の紹介★�
【中央図書館】� 【中央公民館図書室】�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

★今月の休館日…11日（日）  ★図書館・図書室は、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も毎日開館しています。�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

書 名 �

使命と魂のリミット�

失われた町�

死顔�

美しい時間�

旬を食べる和食薬膳のすすめ�

50代のいま、�
　やっておくべきお金のこと�

大人が絵本に涙する時�

オオカミだー！�

しってるねん�

ダヤンと王の塔�

等　一般書　４２冊　児童書　３２冊�
（１２／１３～１／１２購入・寄贈分）�

著 者 名 �

東 野 圭 吾 �

三 崎 亜 記 �

吉 村 　 昭 �

村 上 　 龍 �
小　池　真理子�

武 　 鈴 子 �

中 村 芳 子 �

柳 田 邦 男 �

ステファニー・ブレイク（作･絵）�
ふしみみさを（訳）�

いちかわけいこ（文）�
長谷川 義 史（絵）�

池　田　あきこ�

著 者 名 �

原 田 　 泰 �
鈴 木 　 準 �
大和総研（編著）�

杉　本　つとむ�

石 丸 誠 一 �

山 本 甲 士 �

松　尾　スズキ�

しごと応援団�
（編著）�

都 筑 道 夫 �

ひろの　みずえ�

松本　祐子（作）�

C.V.オールズバーグ（絵と文）�
村上　春樹（訳）�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

書 名 �

2007年団塊定年！�
　日本はこう変わる�

気になる日本語の気になる語源�

キミのとなりで�
　－いじめと向き合う子供達－�

わらの人�

12歳の大人計画�
　課外授業ようこそ先輩�

語学を生かして、世界で働く�
－国際関係・旅行・語学・ビジネス－�

お年玉殺人事件�

首七つ　SEVEN�
　MYSTERIOUS  STORIES�

フェアリースノーの夢�

さあ、犬になるんだ！�

等　一般書　４８冊　児童書　１１冊�
（１２／１２～１／１２登録分　寄贈図書を含む）�



�

み ん な で い こ う ！ �
郷 土 芸 能 発 表 会 に �

�

　天間林郷土芸能保存会では、天間林地

区に永く伝わる無形文化財「郷土芸能の

保存伝承」に努めております。�

　このたび、下記により第22回郷土芸

能発表会を開催いたします。�

　皆さまにおかれましては、ご多忙中と

は存じますが、隣近所お誘い合わせのう

え、どうぞご観覧ください。�

　また、併せて郷土芸能保存にご理解を

いただけますよう、お願い申し上げます。�

○日　時　平成19年２月18日㈰�
　　　　　午前10時から�

○場　所　中央公民館大ホール�

○主　催　天間林郷土芸能保存会�

○共　催　町教育委員会・文化協会�

○問合せ先�

　天間林郷土芸能保存会　事務局�

神山まで　☎62－6243�
�

�

第20回�
ふるさと名物味まつり�
開 催 の お 知 ら せ �

�

　上十三地区における農村の優れた伝承

技術および農産加工品農産物を集めた「ふ

るさと名物味まつり」が開催されます。�

○期　間　平成19年２月17日㈯～�
　　　　　19日②までの３日間�

○会　場�

　十和田市とうてつ駅ビル店１階プラザ�

○参加団体数　17団体�

　（七戸町からは「七戸町トマト加工ク

　ラブ」「南部裂織南部菱刺七戸保存会」

　「マロニエクラブ」「四つ葉会」「オ

　リーブ製作所」の５団体が参加します）�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

森と家づくりフォーラム�
開 催 の お 知 ら せ �

�

テーマ�

「地元材の家づくりと環境を考える」�

　地元材を使った家づくりをとおして、

産業の再生、森林の荒廃防止、大工の技

の伝承、住環境を考えます。�

　会場では、地球環境に優しい暖房とし

て注目されている薪ストーブ、ペレット

ストーブをたいてお待ちしております。�

○日　時　平成19年３月４日㈰�
　　　　　13時～16時30分�

○場　所　十和田職業能力開発校�

　十和田市大字三本木字千歳森292－7�

☎23－3397�
○内　容�

①基調講演�
　秋田県立大学木材高度加工研究所�

　　教授　飯島　康男　氏�

②パネラー報告及びデスカッション�
　当地域で地元材を使って家を建てられ

　た方々�

○参加料　無料�

○定　員　100名（先着順）�

○申込み・問合せ先�

　青森県上北地方農林水産事務所�

　林業振興課�

☎22－8111（内線231）  FAX 22－9161�
�

�

七戸花友会からのお知らせ�
�

　七戸花友会では、次により第２回クリ

スマスローズ展を開催いたします。�

○日　時�

　平成19年３月３日㈯・４日㈰�
　午前９時～午後４時まで�

○場　所　南公民館集会室�

○問合せ先　田中　☎62－2084�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

合 同 特 設 行 政 ・ �
人 権 相 談 所 開 設 �

�

　困りごと・悩みごと・いやがらせ等人

権の擁護に関すること、行政に対する苦

情・要望・意見等に関することなど、一

人で悩んでいないでお気軽にご相談くだ

さい。�

○日　時　平成19年２月14日㈬�
　　　　　午前９時から正午まで�

○場　所　七戸町役場２階会議室�

　　　　　七戸庁舎１階相談室�

　※本庁舎・七戸庁舎　同日に相談所を

　　開いています。�

○相談料　無料《秘密厳守》�

○相談員　行政相談委員・人権擁護委員�

　今後の日程については18年度生涯学

習カレンダーをご覧ください。�

○問合せ先�

　町民課　☎68－2112�
　E-mail:chomin01@�

town.shichinohe.aomori.jp�

　庶務課　☎62－2111�
　E-mail:shomu01@�

town.shichinohe.aomori.jp�

�

�

屋 内 温 水 プ ー ル �
休 館 の お 知 ら せ �

�

　町立屋内温水プールの天井ビス交換及

びプール清掃のため、下記のとおり休館

いたします。�

　ご利用者には大変ご迷惑をおかけいた

しますが、ご協力のほどお願いいたしま

す。�

《休館する期間》�
�

平成19年３月６日㈫
～３月27日㈫まで

歓送迎会等各種御予約承ります�
２名様～80名様迄�

日  本  料  理�

奥　山　　　剛�

〒039－2523　青森県上北郡七戸町字影津内111�
TEL〈0176〉62－6077・FAX〈0176〉62－3117

一週間試飲できます�

七戸町下川向七戸町下川向�七戸町下川向�明治牛乳の宅配は�明治牛乳の宅配は�
電話 62－2372 大久保冷菓�

（1313）� 平成平成1919年（年（20072007）2月号月号�（13）� 平成19年（2007）2月号�



�

無料税理士相談会のお知らせ�
�

○日　時�

　平成19年２月26日㈪～３月２日㈮�
　３月５日㈪～３月９日㈮�
　〔午前〕９時～12時  〔午後〕１時～４時�

○場　所�

　十和田税務署申告書作成会場内�

○対象市町村　十和田税務署管内�

○問合せ先�

　十和田税務署　☎23－3151�
�

相続登記 無料相談会のお知らせ�
�

　日本司法書士会連合会では、毎年２月

を「相続登記はお済みですか月間」と称

し、相続登記手続きを促す啓蒙活動の一

環として、無料相談会を開催しています。�

○相談期間�

　平成19年２月１日㈭～28日㈬�
○相談場所�

　青森県内の各司法書士事務所�

　※事前に電話のうえ、来所してください。�

○費　　用　無　料�

○問合せ先�

　〒030－0861　青森市長島3丁目5－16�

　青森県司法書士会　☎017－776－8398�
�

東北地区国立大学法人等職員採用試験�
概要説明会及び大学等業務説明会�

�

○日　時　平成19年２月15日㈭�
　　　　　午後２時～３時30分�

○場　所　弘前大学文京町地区�

　　　　　総合教育棟401講義室�

○内　容　事務系及び技術系職員の採用

　　　　　試験の概要説明　など�

○その他　参加予約は不要です�

○問合せ先�

　東北地区国立大学法人等職員採用試験

　事務室（東北大学内）�

☎022－217-5676�
　http://www.bureau.tohoku.ac.jp/shiken/�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

十和田税務署からのお知らせ�
�

１．平成18年分の確定申告書の提出期限�

【所得税】�

　平成18年分の所得税の確定申告は、

平成19年２月16日㈮から同年３月15日
㈭までです。ただし、還付申告の方は２
月15日㈭以前でも申告書を提出するこ
とができます。�

【消費税及び地方消費税】�

　個人事業者の平成18年１月１日から

同年12月31日の課税期間に係る消費税

及び地方消費税の確定申告は、平成19

年４月２日㈪までです。�
　※３月に入りますと、税務署は大変混

　　み合います。申告は早めにお済ませ

　　ください。�

２．平成18年分の所得税・消費税及び地

　方消費税の納期限�

�

�

�

�

�

�

�

３．所得税法が変わりました�

【寄付金控除の改正】�

　寄付金控除について、適用下限額が５

千円（改正前：１万円）に引き下げられ

ました。�

【定率減税額の引き下げ】�

　定率減税の額について、所得税額の

10％相当額（改正前：20％相当額）に

引き下げられました。なお、10％相当

額が12万５千円を超える場合には12万

５千円となります。�

○問合せ先�

　十和田税務署　☎23－3151�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

善意ありがとうございます�
�

　町の人材育成のために役立ててほしい

と12月27日、元七戸町助役、故小野長

氏のご子息（小野俊一青森銀行古川支店

長）が福士町長のもとを訪問し、50万

円寄付いたしました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

（社）七戸福祉会　城南保育園�
一時保育サービスのお知らせ�

�

　城南保育園では、平成19年1月2日より、

一時保育サービスの受付を開始しており

ます。保育園に入園していないお子さま

で、保護者の育児疲れの解消、急な入院及

び冠婚葬祭などにより、一時的に保育が

困難となった場合に、ご利用ください。�

○利用料金�

　１時間200円（30分単位）�

　５時間以上　一律1,000円�

※昼食を必要とする場合は、こちらで提

　供いたします。�

○持参していただくもの�

◆０歳児…哺乳瓶、紙おむつ、着替え、

　　　　　おしぼり　など�

◆１、２歳児…紙おむつ、着替え、おし

　　　　　ぼり　など�

◆３歳児以上…着替え、おしぼり　など�

○申し込み・問合せ先�

　社会福祉法人　七戸福祉会�

　城南保育園　☎62－3095�
　※直接、保育園へお申込ください。�

�

�
「あんべっこいいなあ…」「おいしいそば屋があるって聞いて来ました」「すっごくおいしかったです」「また来ます」「初めて
こんなにおいしいそばを食べました。有り難うございました」「どうすればこんなにおいしいそばになるんでしょう」　等々�

私の心に残るお客様のささやき・つぶやき�
本物のおいしいそば作りに、ひと筋にひたむきに挑戦しています。�

そ　ば　処　　街　　　　　道�
営業：１１：３０～１４：００　　定休日：土曜日　　代表：山　田　悠　治�
　七戸町字森ノ上204－2（みちのく銀行天間林支店向）　TEL：68－3339

（1414）�平成平成1919年（年（20072007）2月号月号� （14）�平成19年（2007）2月号�

申告所得税�

消費税及び�
地方消費税�

現金納付�
（納期限）�

3/15㈭�

4/  2㈪

振替納税�
（振替日）�

4/20㈮�

4/26㈭



�

�戸籍の窓口�
�

１２月１６日～１月１５日�
�

◎お誕生おめでとうございます�

　子ども　　　 母親　　　住所�

大高　未聖ちゃん　常　子さん　十 役 野�

李沢　茉那ちゃん　由　貴さん　李　　沢�

上野　花恋ちゃん　裕　子さん　中　　野�

橋谷田結子ちゃん　晶　子さん　鶴 児 平�

中村　颯太く　ん　和　美さん　榎 林 １�

山田　朱華ちゃん　真奈美さん　舘　　野�

土岐　琉冬く　ん　美　香さん　太　　田�

中川　柊芽く　ん　郁　美さん　笊田川久保�

坂本　源斗く　ん　千恵子さん　白　　石�

�

◎ご結婚おめでとうございます�

　簗　場　順　一さん　野　　　続�

　佐々木　玲　奈さん　六 ヶ 所 村�

　鳥谷部　清　峰さん　鳥　谷　部�

　澤　田　美由紀さん　平　川　市�

　田　中　直　人さん　七　　　戸�

　本　吉　美　保さん　十 和 田 市�

　戸　田　　　薦さん　海　　　内�

　畑　山　孝　江さん　十 和 田 市�

　小　原　崇　広さん　倉　　　越�

　山　崎　万里子さん　階　上　町�

�

　浦　田　　　豊さん　野　左　掛�

　市ノ渡　律　美さん　十　字　路�

　川　村　　　将さん　和　田　下�

　古　内　真寿美さん　十 和 田 市�

　沢　田　　　敦さん　道　ノ　上�

　佐　藤　涼　子さん　道　ノ　上�

�

●お悔やみ申し上げます�

天　間　き　はさん　93歳　天 間 ２�

上原子　治　悦さん　78歳　千鳥団地�

中　岫　一　榮さん　86歳　長　　沢�

佐　賀　キ　ヱさん　81歳　天 神 林�

赤　沼　　　志さん　66歳　舘　　野�

名久井　フ　ミさん　65歳　荒　　屋�

工　藤　弘　子さん　72歳　東 槻 木�

寺　澤　松次郎さん　78歳　天 神 林�

田　中　好　機さん　63歳　太 田 野�

四　戸　敦　子さん　59歳　野　　続�

工　藤　よ　のさん　85歳　一 本 木�

福　士　み　よさん　76歳　倉　　岡�

阿　部　安　喜さん　78歳　作　　田�

金　見　シ　ヱさん　66歳　薬 師 平�

　　田　正　清さん　82歳　高 屋 敷�

佐々木　は　ぎさん　79歳　上 町 野�

白　石　藤　雄さん　73歳　白　　石�

八　嶋　正　男さん　81歳　白　　石�

小　又　松太郎さん　82歳　金　　木�

田　頭　代　一さん　81歳　下 野 崎�

二ツ森　ミツヱさん　71歳　二 ツ 森�

  み さと�

  ま   な�

  か れん�

ゆう  こ�

そう  た�

しゅ  か�

りゅうと�

しゅうが�

げん  と�

　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。�

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。�

☎ 68－2112（内線214）�

（1515）� 平成平成1919年（年（20072007）2月号月号�（15）� 平成19年（2007）2月号�

町の統計�
平成１８年１２月３１日現在�

�

　男　　　９，１１９人�

（±　　　０）�

　女　　　９，７３４人�

（＋　　　８）�

　計　　１８，８５３人�

（＋　　　８）�

世帯数　　６，７９６世帯�

（＋　　　８）�

（　 ）内は前月比�

�

★交通事故�

　件　　　　数�

１５件 （１００件）�

　傷　　　　者�

１９人 （１３８人）�

　死　　　　者�

０人 （　　０人）�

�

★町内の火災�

　建　　　　物�

２件 （９件）�

　林野・その他�

０件 （９件）�

１２月３１日現在�

（     ）内は１月からの累計�

広告掲載事業の導入についてのお知らせ�
�

　町では、新たな財源を確保するために、印刷物や公共施設などへ有料

広告を掲載することにいたしました。�

　平成18年度は試行期間とし、１月号からお知らせページ下段に広告を

載せています。また、５月号からは町内外の事業者に広く呼びかけて実

施する予定です。�

　厳しい財政状況下、町民の皆さまが安心して暮らすことができるまち

づくりを目指し、現在、行政事務の改善、効率化に取り組んでおり、ま

た同時に、歳入の確保についても努力しています。�

　広報などに広告が掲載されることに対して違和感を覚えるかもしれま

せんが、本事業の趣旨にご理解いただきますようお願いいたします。�

◇問合せ先◇　財政課　☎68－2117

～～～～～～～～～～～～～～～～～～�



本　町�

南　町　　　　　　　袋　町�

歩行者天国�
2/10（土）�
午前９時～午後７時�

2/11（日）�
午前９時～午後４時�

公民館�

△●郵便局�

●みち銀� ●七病�

◯第2中央バス停中央バス停�
保健センター保健センター�

◯第2中央バス停�
保健センター�

かんぶん�

柏葉館�

青銀●�

●十信�

山勇●�

ジャスコ�
�

農協●�

イベント広場�

至上北→�

国 

道 

４ 

号 

線�△�
�

WC（トイレ）はイベント広場、�
まちの駅・青銀駐車場にあります。�

ヤマサン�

カケモ�

商工会●�
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絵馬絵馬カーカード交換場所ド交換場所�
●�

絵馬カード交換場所�
●�

　まちの駅●�

※抽選会場�
�

●お買い物広場�

おしるこ・甘 酒�

サービスコーナー�
（町内2ヶ所）�

△�

県信用●�
�

●発行日　平成19年２月１日発行　発行者：七戸町企画調整課　〒039－2792 青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

（この広報は再生紙を使用しています。）�

　300余年の伝統を誇る商店街の買い物まつりが今年も開催されます！�
　店の軒先では趣向を凝らしたセールがおこなわれ、また、雪像コンテストや甘酒・おし
るこのサービスなどイベントめじろ押しです。その他、ミニイベントもたくさん催してお
りますのでお誘い合わせのうえ、どうぞご来場ください。�

七　戸�
今年もやってきた！七戸商店街最大のお買い物まつり�

七　戸�

◎歩行者天国◎�
　１０日…午前９時～午後７時�

　１１日…午前９時～午後４時�

　　小川町トダイ前 ⇔ 青森銀行七戸支店前�

　　○雪祭り→１０日　午後５時～（雪像の展示）�

�

《１０日》�

◆絵馬カード交換会�
　午前１０時より　横町『沢目履物店前』�

　・絵馬カード１枚と商品券１，０００円と交換�

　　（お一人様１枚・先着２５０名）�

◆豚汁無料サービス�
　午前１１時より　戸常商店となり�

◆雪まつり・雪像コンテスト�
　午後５時～�

　・参加加盟店前に雪灯ろう飾り付け�

　・約３０基の雪像を展示！�

　　（町内の保育園児、企業、団体のかたがた）�

�

《１１日》�

◆七戸郷土芸能発表会�
　午前１０時より　柏葉館（入場無料）�

�

その他…笊田地区と商店街を結ぶシャトル

　　　　バス（１台）を運行します！�

�

問い合わせ先�

　旧正まける日実行委員会（七戸町商工会内）�

☎６２－２５２１�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
◆甘酒・おしるこ無料サービスコーナー�
　郵便局前・まちの駅の２箇所で行います。�

◆旧田清ビル内お買い物広場�

◆わの会による「お休み処」�
　　　　　　　　　　（山勇　※イベント広場前）�

◆JA八甲田七戸女性部販売�
　　　　　　　　　　（きむら洋品店となり）�

◆商店会主催　お楽しみ抽選会（まちの駅）�

◆タイム抽選会　１日１回の抽選会�
　　　　　　　　　　　　　　※大型商品あり！�

旧
正
旧
正�

旧
正�




